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1.緒言

生育中のコシプ類が腐敗(分解)する原因としては，直接的には環境海水

の異常あるいは汚染等による変化が考えられるが，これにともない二次的に

繁殖する細菌その他の微生物による間接的影響もみ逃し難い。いわゆる“末

枯れコシプ"なる現象は，自然の状態においてほとんどが海水細菌によって

起るものと考えられよう。一方，病的現象として癌腫の発生による場合が報

告りされており，最近では長谷川氏等2) lこより税内市前浜において発生した

りνりコシプの腐敗原闘がある種のカピの寄生による泌腫に由来すると発表

されている。このような焔腫の発生機序については未だ不明の点が多いが，

多くの場合微生物によるものであり，また癒腫の発生lこともなって細菌等に

よる二次的腐敗(分解)は必然的に起るものと考えられる。

コシプ葉体はその大部分がアノレギシ酸によって構成されているので，そ

の分解に関与する細菌はアノレギシ酸分解菌と考えても差支えない。そこで本

報ではまずアノレギシ酸分解菌に関する最近の知見を述べ， さらにコシプ腐敗

の一因として海水細菌の果す役割につき，一例として最近著者らによって分

離された海水細菌防brioSp.の分解作用について実験した結果を報告するこ

ととする。

2. アルギン酸分解菌の分類学的位置

アノレギシ酸を分解し得る細菌を初めて報告したのは WAKSMAN et al. 

(1934)めで， 氏らは海水または海藻より 3種， 土壌より 1種をそれぞれ分離

した。その後ノノレクェーの 1'HJOTTA& KAss (1945)4)は，土壌より新らしく

2種を分離し， その 1種は Pseudomonadaceae，他の 1種は腸内細菌.群

Enterobacteriaceaeに属することを発表した。氏らはまた同時に海水細菌に

ついてもしらべた結果，アノレギシ酸分解菌の大多数は Vibrioであることが
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わかり，これに対して新らしく Alginovibrioなる genusを設けること，ま

た，土壌よりの上記2種に対しても新らしくそれぞれ Algi non'lonas及び

Alginobacterなる genusを設ける乙とを提唱した。

この見地により， 1957年版 BERGEY'SManual of Determinative Bac-

teriology には Algi nomonas及び Alginobacterの2属が採用記載されてい

る。しかし本書の記載以外にも従来から個々に数種が報告されており， しか

もそれらは上記各属には厳密に属さない。従ってここでは今日まで報告され

ているアノレギシ酸分解菌を大きく 3Fami1y に分けそれぞれに属する Species

についてまとめると第1表の如くである。

第 1表 ア Jレギン酸分解菌

(Family) (Species) 

Pseudomonadaceae 

Alginomonas terrestl・'alginica

11 alginovora 

11 fucicola 

11 alginica 

11 nonfermentans 

Pseudomonas alginoliquそfaciens(1 & 11) 

Entero bacteriaceae 

Alginobacter acidofaciells 

Aerobacter . aerogelles (Y-l1) 

Cloaca . . eloacae 

Spirilla~~e 

Alginovibrio ， 

Vibrio ‘ sp. 

(分離源) (報告者)

土じよう WAKSMAN et a)3). 

海水，海藻 M 

1/ 1/ 

11 

土じ占う

海水

土じよう

人糞
アルギン酸
工場燐水

海水

海水，コンブ

1/ 

'THjOTTA & KAss4) 

吉川5)

I'HjOTTA & KAss4) 

井上及び安藤め

山口7)

'rHjOTTA & I(Ass4) 

安藤及び井上8)

3.. 酵素学的にみた細菌による分解の相違

第 1表からわかるようにアノレギシ酸分解菌を分離源によって分けると，

海水，土域及び腸内細菌の3群に大別される。しかも乙れらの細菌は分類学

的に異なるばかりでなく，アノレギ γ酸の分解様式についてもおのおの若干相

違している。

アノレギシ酸を分解する酵素は，最初大島氏 (1931)9)によりアワビ， ワニ

等の内臓中に発見せられ， “アノレギナーゼ"(Alginase)と命名された。 最近-

EpPLEY & LASKER (1959)10)はヲニの消化管のアノレギナーゼを研究した結果，
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その作用型式より 2種類存在する乙とを発見し，その一つは多分消化管内に

街生する海水細菌の分泌するアノレギナーゼlζ由来し，他の一つはクニ自体の

消化器壁(ζアノレギナーゼの前駆体として存視するものらしいと報告してい

る。

一方細菌のアノレギナーゼ[ζ関しては， WAKSMAN巴tal. (1934)'りを初め，

今，-，まで遠藤(1941)121， KOOIMAN (1954)"¥古川 (1956)'l，井上及び安藤(1956)6¥

1[1日 (1956)η 氏今により報告されている。今乙れらのうち代表的和i耐アノレギ

デーゼについて比絞すると，およそi132表の如くである 2

第 2表 調11Ufiアルギナ ー ゼの 比 較

(紺l i'l¥i) (至ja適jlE)/ (評)(食取によ)る賦活
(分解化成物)

PSPUc/O川 011αsaLgilloL匂uefaciens 300C 7 ，2 ~7A ート オリゴウロナイド

if，な水制11 階 (WA KSMAN et aL) 40 7，0 十 " 
土じよう制限 (KOOlMAN) 25 7 .0 ~7.5 

マンヌロン駿及び
オ リゴウロナイド

AerobaCler aaogelles (Y -11) 45 7.6 " 
Vibrio sp. 30 7.2 十 オ リゴウロナイド

ζれによると細菌アノレギナーゼ聞における最も大きい相違点は，食甑

(2 ~3 %)の賦活作用であり，海水細菌のアノレギナーゼが好塩性を示すのに刻

して土岐及び腸内細菌のそれは食取を必要と

しない。この点生物の生活環境と生子]l作用が

併行関係を示し興味深い事実である。

4 海水細菌 Vibriosp.による

コンブ の分解

本菌は 1959年 7月稚内市前浜において

発生した病体リνリコシブ(写莫 1参照)及び

その環境汚染海水より著者らによって分離同

定されたものである。その分類学的性状並び

{ζアノレギナーゼ作用lζ関しては別lζ報告する

が，その形態よ り典型的 VibriolC:属する乙

とが確認された (写真 2参照L前述の如くノ

ノレヲェ ーにおいて Vibriot~のアノレギ γ 酸分

解雨が分離されているが，わが国においても
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No. 1. 病体リシリコンブ

主主体に無数の穴(黒い部分)
があいている様を示す
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No. 2. コンマ状形態を示す
Vibrio sp. 

No. J. コンフe表i1iiに わか川 sp.を
後五Eして 48時間を経過ぜる もの

発見されたのは今1';;1が初めてである。

同イ|ーにおけるリ ν リ コ ジプ腐敗の直J釘I/~原閃は ， 問;，ζ長谷川氏らの帰摘

するように潟水の汚染(水産力IIT場廃水，11I¥T打抜1'*物咋lζよる)であり，また

とれにともなって繁州したカピの常生による11'1;lIiHの'克生が問桜山'J1京[17，[と111'定

されている。 しかしながら当11をの状況から、l'iJ断すると，海水の*1I1i捕による7'1

染度はいちじる しくわjく，従って著者らによって分断された潟水細I治労ーによ

る被害も1!U;制 し得ない。そこで水i*iがどの程度のコシブ分解力を有するかを

知るため，次の実験を行なった。

実 験 沿いir:市なリ ν日コジプをソミ験主にいfちポr}1) ，滅的潟水でよ
く洗浄した後架体を約 5 セ γ チ I~， \，こ切ってj滅i栄ii/ .¥，ーレlζ入れ，上部より紫

外線殺i示iHを !照射して京体の1<~をよく滅i掬する。;欠(こ少i止の減I示i 対IJ:水をコ

シブの表而iを綴わない程度lこi1:力11し，あらかじめブイヨ γ柴又!こ平板Ni:持し

である Vibriosp. の コロ ニー を I~I金線 (ζ釣i摘してコシブ表而(こ点泊二 させて

νャーレの3誌をする。当日置(約20"C)，ζ放同して観察すると，対Wlとしてi摘
を接積しなかったものでは 4LIを経過するもなんら変化を認めないが，3主将ー

した検休では 1EIで既lζ直径 1ミリイ立の穴があき 2LI後では完全{ζ表泌を

通ずる穴があくのがみられた(写真3参!KOo

以上の実験lζよって本菌の強力なコジブ分解力が証明されたわけである

が，腐敗発生当時果していかなる機構によって被害を与えたかはなお判定し

がたい。 しかし本菌が耳目腫の発生と直接関係がないとしても，その発生と同

11告に多数寄生してその強力なアノレギナーゼlとより穿孔作用の行なわれたこと

は想像lζ難くない。

なお木閣は稚内市附近沿岸lζは広 く分布するζとが確認されたが，他の

地域あるいは海洋lζおける分布!とついては今後の研究にまたねばならない。
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終りに当り，試料の採取に御協力を仰いだ北水研稚内支所蒲原八郎技官

に)手く感謝いたします。

Summary 

T'he serious damages of ・theblades of Laminaria japonica 'var. ochotellsis OKAM. 

growing in polluied sea' water at the coast of Mahehama， Wakk.anai City， have been 
concluded by HASEGAWA et al. to be caused by the.. developmen.t of galls due to 
certain parasitic fungi. 

However， in the case of such damages the role of alginic acid decomposing 
bacteria in the decay of the blades has not yet been ascertained. 

The present paper deals with the recent view of alginic acid decomposing bacteria， 
¥vith special reference to the decomposition of Laminaria blades by a new marine 

becterium， Vibrio sp.， which has been isolated from the decaying blade of Latninaria 
japonica var. ochotensis OKAM. or its surrounding sea water by .the authors. 
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寒天培養基上における

クラミドモナスの鞭毛

坪由宏*

Y. 'fSUBO : Flagella of Chlalnydolnonas on the agar plate 

議類を実験室内で飼った場合， しばしば天然状況におけるものとは異な

った形態を示すことがある。ことに寒天培養基に藻を生やした時などにいち

後神戸大学理学部生物学教室
Biological Institute， Faculty of Science， Kobe University， Mikage，Kobe 

- 21-




